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　八田校区では、年に1回、「認知症声かけ訓練」に取
り組んでいます。
　令和5年度は、初めて“おやこ”を対象にして、小学3
年生から5年生までの児童とその保護者が参加しました。
講座では、認知症についての知識を学び、福祉専門職が
演じる認知症役の方に声をかける体験を行ないました。
　参加した児童からは「困っている方がいたら、公民館
に一緒に行こうと思う」、保護者からは「認知症には
様々な症状があることを初めて知った。後ろから声を
かけない、目線を合わせることを忘れず、活かしていき
たい」という声が聞かれました。　
　同校区では引き続き、認知症になっても安心して暮
らせるまちを目指し、地域団体や福祉施設、病院等が
連携した取り組みを進めていきます。

八田校区おやこで学ぶ認知症講座
　令和５年１０月２４日に、西戸崎小学校の4年生
を対象に、「認知症キッズサポーター養成講座」
と認知症の方とのコミュニケーション技法を学
ぶ「ユマニチュード児童生徒講座」が同時開催さ
れました。
　前半の講座では、認知症は脳の病気であり、
周りの理解や支えが大切だということを学びま
した。
　後半の講座では、家族が持っている優しい気
持ちを「見て・ふれて・話す」ことで認知症の方に
伝えるユマニチュードの技術を実際に体験しま
した。児童からは「今度、お年寄りの方の目を見
て話してみようと思う」などの感想が出され、認
知症を身近に感じる機会になったようです。

西戸崎校区小学校での認知症講座

認知症の啓発などの取り組み

　令和５年１１月に、福岡工業大学で「和白東校区認知症声かけ訓練」が行なわれました。地域住民、事業所ネット
ワーク（※）「あいなか和みネット」のスタッフに加え、東区内の３つの大学（福岡工業大学、九州産業大学、福岡女
子大学）の学生等計１００名が参加し、道端で困っている認知症の方を見つけたときの声のかけ方や対応の方法
を実践的に学びました。
　当日は、福祉専門職が演じる認知症役の方に参加者が一人ずつ声
をかけるロールプレイが行なわれたほか、訓練後の振り返りのグルー
プワークでは、「認知症の方が安心して地域で暮らしていくために、あ
ったらいいなと思うこと」という内容で意見交換が行なわれました。
　参加者からは「認知症の症状は人によって様々であることがわかっ
た。この学びを周りの方に広めていきたい」という声があがりました。
※区内の福祉施設・介護保険事業所・医療機関等が各区域で連携しながら
　地域の健康づくりや地域福祉推進に取組むネットワーク組織。

和白東校区認知症声かけ訓練 ～地域と大学と福祉事業所の連携による福祉活動～

東区では、認知症になっても住み慣れた地域で住み続けることができるように、
世代や所属の垣根を越えて認知症の理解を進める様々な取り組みが行なわれています。

今回は校区での３つの取り組みについてご紹介します。
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　「RUN伴（ランとも）」とは、年に１回開催している認知症の啓発イベントです。東区は、今年は4年ぶりの実施
になりました。
　様々な方に認知症について関心を持ってもらうきっかけとなるように、認知症啓発のイメージカラーであるオ
レンジのグッズを身に着けた認知症の方や家族、学生、医療福祉関係者等が少しずつリレーしながらタスキを
つなぎ、ゴールの千早並木広場を目指しました。
　参加者が身に着けているオレンジのシュシュは裁縫ボランティアマーガレット（※）のご協力で作成されたもの

で、参加者に大変好評でした。

RUN伴＋（ランともプラス）2023開催報告

※裁縫ボランティア　マーガレット
　裁縫好きの舞松原校区住民が集まったボラ
ンティアグループ。ボタン付けや洋服のすそ
上げ、保育園入園に向けた袋の作り方の相談
を無料で受けています（材料費のみ要負担）。
　また、校区文化祭用の作品なども制作して
います。毎月第1・3月曜日10時～13時に、

公民館で活動中です。裁縫で困ったことがあったら、お気軽に舞松原公民館
（☎672-2199）までご相談ください。　

　東区社協ではふれあいサロンの活動充
実を図るために、サロンのボランティアを
対象に毎年研修会を実施しています。
　令和５年１０月５日と１０月１１日に開催し
た研修会では、「笑顔と元気をひきだすレク
リエーション」をテーマに、特定非営利活動
法人福岡市レクリエーション協会の原田常
務理事より体験指導をしていただきまし
た。その後、レクリエーションの組み立て方
の実践、参加者全員で意見交換を行なうな
ど、今後のサロン活動につながる有意義な
研修会となりました。

ふれあいサロン研修会を
開催しました 　令和５年１１月４日に、イオンモール香椎浜店にて「ふれあい

広場」を開催しました。「ふれあい広場」は、東区内の障がい者
福祉に関する事業所などが実行委員となり、障がいの有無に
関わらず、住民がお互いに理解を深め合い、地域の中でともに
暮らせる、つながりや助け合いのある社会づくりを目的として
開催しています。
　今年度は、～笑顔、ひろがる。心、つながる。～をテーマに実
行委員会で様々な企画を考えました。
　当日は、障がい者福祉事業所等による出店や、福祉車両の
乗車体験、ユニバーサルデザインのゲーム体験などのコーナ
ーを設け、来場者の方々へ障がいに関する理解を深めていた
だく場を提供しました。会場は参加事業所の利用者をはじめ、
来場された様々な世代の多くの笑顔があふれました。
　ふれあい広場実行
委員会は、今後も多く
の関係機関・団体と連
携し、障がいに関する
理解の促進や、誰も
が安心して暮らせる
社会づくりを目指して
いきます。

笑顔であふれた第25回「ふれあい広場」


